
令和７年１０月２７日
美咲町
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総面積：232.17㎡
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小規模多機能自治



美咲町の目指すまちづくり

＜あたり前じゃない みらい＞

“賢く収縮”しながら、 “住民総参加の共創社会”の実現を目指す
6

＜高齢（多老）化と人口減少＞
人と人との絆（つながり）は、加速度的に減少
負のスパイラルへ

絆の再構築が必要

あたり前だと思っていたことができなくなる・・・
あるのが当たり前だと思っていたものがなくなる・・・



地域のみらい

7

地域が「元気だ」とか「明るい」、「力がある」と
言われるのは、人口が多かったり、人口密度が高かっ
たり、若い世代の比率が高かったりするからではなく、
人「交」密度、つまり人の交わり（ひとづきあい）の
密度が高いから。
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小さな地域の小さな自治組織（自治会）に限界が

◇会議内容が家族に伝わりにくい

◇代表者が輪番制・短期間で交代

◇会合への出席は世帯主が多い → 高齢男性の発想で決まりがち

→ 女性・若者の意見が伝わりにくい

→ 新しいことに取り組みにくい

◇責任が集中する → 代表者に責任が集中しがち

自治会（集落）の役割変化①

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
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小さな地域の小さな自治組織（自治会）を補完する

◇子ども、高齢者、男女の枠を超えた意見を

◇慣習的な行事 → 地域の課題を解決する地域活動へ

◇旧村単位（旧小学校区）で、一定量の人口を確保

◇部会をつくり、責任の集中を防ぎ、担い手を育成

『新しい組織づくり』が必要に

自治会（集落）の役割変化➁

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
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・少子高齢化はあたりまえ。（なれ）
・自分たちの力では、どうにもならない。（あきらめ）
・これまでどおりでよい。（先おくり）
・これまで何とかなったので、これからも何とかなる。（気づかないふり）
・町（だれか）が何とかしてくれる。（ひとまかせ）

できないのではなく、やらない。
「為さざるなり、能わざるに非ざるなり（孟子）」

自分たちで、決めてみる。やってみる。だめなら、やり直してみる

・地域アセスメント（地域情報の把握・分析 ※ 地域カルテ）

・地域アンケート（ニーズの把握・分析）

・対話の積み重ね（敬意・対等・信頼）期限を設け

押しつけに
ならないように！

楽しみながら

＜意 識 改 革＞



小規模多機能自治の意味と特徴

11

小規模   多機能   自 治

小さな地
域でも

できることを
できるだけ
たくさん

自分たちで
決め、自分
たちで担う

“地域が、自律する力を身につけ、自立する”
≒

これから先も、地域のみんなが活躍し、安全、安心に、日々のくらしを守っていくための仕組み
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話し合い

地域課題・意見の共有

“地域みらい計画”の作成

小規模多機能自治組織

地域課題の把握
（アンケート）

倭文西地域の活動  

みんなの意見を知ろう！の例

地域の小学生や中学生以上全員から、
アンケート調査を行って、地域住民の意
見を知ろう！

アンケート作成から集計作業まで、地
域住民で頑張りました。

「まちづくりアンケート」

自治意識の醸成（意識改革）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート

　




小規模多機能自治の展開

２ステップ

地域経営と改善、進化
・行事から事業へ
・イベントからサービスへ
・役（やく）から経営（マネジメント）へ
・現場づくりから人づくりへ
・町等多様な団体・ NPO・企業等

との協働
・特性を生かした地域づくり
・マネージャーの配置

１ステップ

・仲間を確認する。
・現状（これまでとこれから）を知る
・地域課題を把握（地域住民アン

ケート調査の実施・集計・分析）
・意見を共有
・地域みらい計画を作成
・地域運営組織を形成

意識改革と地域運営組織
の形成

３ステップ

社会経済状況の変化への
対応と組織再編

・これまでの活動・事業の振り返り
・これからの変化を見通す
・地域、組織の在り方を見直す

・地域ブランディングを進める
・稼ぐ地域づくり
・法人格の取得

小 規 模 多 機 能 自 治
＜一歩先の視野をもち、半歩先の事業を提供し続ける＞

「行政は、やってくれない」から「行政は、やらしてくれない」へと地域は変化していく
13
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＜81の自治会を13の地域運営組織へ＞
小規模多機能自治の性格

地域の自治 ＋ 地域の運営

（自分たちで考え、決定する） （自分たちで、実践、実行する）
※地域運営組織：小規模多機能自治を行う組織体

＜住民自治の再構築＞

柵原本庁
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小規模多機能自治の状況

協議会/段階

（１） （２） （３） （４） （５） （６） 備 考

アンケート
検討

アンケート
実施（配布）

配布数
回収率

アンケート結果
をもとにした話
し合い（WS）

地域みらい
計画

計画等をもと
にした

課題解決活動

加美 2022年12月 2023年4月
２，１１８枚
９０．２％

2023年10月～
・住民全員アンケートをきっかけに定期的な話し合い場も継続実施中。
 ・部会的テーマ「草刈り鳥獣害」「見守り防災助け合い」「DX・情報発信」 
「子ども居場所」「空き家移住関係人口」

三保

打穴 2021年6月 2021年10月
５８４枚
８９．２％

2022年2月～ 2024年4月 2022年4月～
・住民全員アンケートをきっかけに定期的な話し合い場も継続実施中。
 ・「福祉防災見守り」「資源（人財）活用・子ども」「草刈り鳥獣害農業」

大垪和 2021年6月 2021年11月
３７９枚
６３．０％

2022年3月～ 2024年4月 2022年3月～
・住民全員アンケートをきっかけに定期的な話し合い場も継続実施中。
 ・「地域資源」「農地農業」「防災・福祉」「空き家」

倭文西 2019年6月 2019年10月
６０４枚
８３．９％

2020年3月～ 202２年6月～ 2020年10月～
・住民全員アンケートをきっかけに定期的な話し合い場も継続実施中。
 ・「福祉・防災」「空き家・草刈」「子ども・子育て」「交流・観光」

西川

垪和 機運アリ
・防災事業をきっかけに垪和地区全体で定期的に話し合いの場を実施中。
 ・住民全員アンケートの検討に向けた機運アリ。

江与味 2021年9月～ 2021年12月～
317枚
９３．７％

2022年6月～ 2022年10月～ ・住民全員アンケートをきっかけに定期的な話し合い場も継続実施中。

北和気 2021年10月～ 2022年3月～
９９１枚
７６．２％

202３年１０月～ 2024年5月 2023年3月～
・住民全員アンケートをきっかけに定期的な話し合い場も継続実施中。

 ・部会的テーマ「空き家」「健康・福祉」「文化・未来」「環境・防災」

南和気 ２０２４年９月～ ・住民全員アンケートに向けた役員会を開催。

吉岡 ２０２４年６月～
・防災事業をきっかけに吉岡地区全体で2022年度に話し合いの場実施。
 ・アンケート委員会を立ち上げ、住民全員アンケートを検討中。

柵原本庁

飯岡 2022年6月～ 202３年7月～
４８４枚

2023年11月～ 2024年2月～
・住民全員アンケートをきっかけに定期的な話し合い場も継続実施中。

 ・部会的テーマ「防災空き家草刈り」「子どもみんなの集まる場」
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小規模多機能自治組織認定団体

倭文西まちづくり協議会 大垪和多機能自治協議会

打穴まちづくり協議会（やってみん会“打穴”） 北和気地区コミュニティ推進協議会（北和気盛り上げたい(隊)）



１３の地域運営組織

美咲町倭文西地区

し と り に し

人口：６６５人
高齢化率：５１％
３０８世帯

17



18空き家を掃除する小学生たち

小規模多機能自治組織認定第１号（倭文西まちづくり協議会）

黄旗による
安否確認
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草刈りの技術を競うのではなく、女性を含めた初心者が

草刈り機の使い方と、刃の変え方を学ぶ取組

専門部会(３部会)
〇草刈り、鳥獣害、農業部会
〇福祉、防災、見まもり部会
〇資源(人材)活用、子供部会

防災（危険個所の確認等）

見守り部会

高齢者スマホ教室

手始めに、出来ることから
    始めました。

井上雅央氏の獣害対策講習会（ヌートリア対策）
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地
域
広
報
誌
「
き
た
わ
け
」

地
域
の
情
報
を
住
民
に
届
け
る
手
作
り
新

聞
。
三
ヶ
月
ご
と
に
発
行
、
み
ん
な
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
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〇三保地域の活動 
高齢者支援

「救急医療情報キット」

冷蔵庫に医療情報を入れた袋をつるして、救急隊
員への情報提供。（かかりつけ医療機関、病歴、
アレルギー、緊急連絡先など。）

〇江与味地域の活動  
配食サービス

「高齢者宅 配食サービス」

高齢者宅を訪問し、お弁当を配って、
安否確認や孤独感の解消を図ってい
ます。

〇南和気地域の活動 
交流活動「地域課題の解決を目指した

大学生との交流事業」

〇飯岡地域の活動 

廃校の校舎を利用した拠点施設
の有効利用を、大学生と交流し
ながら一緒に考えています。

交流活動
「多世代

交流事業」

子供たちの地域に対
する愛着心の醸成と
多世代の交流を目的
に各種交流イベント
を実施しています。
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小規模多機能自治フェスタ



まちづくり協議会が地域課題の解決を目指した取り組みを、自主的に企画立案した
自主的な課題解決への取組みを支援する。

協働のまちづくり事業交付金・地域みらい計画応援交付金

↑
小規模多機能自治組織認定された協議会が申請

↑
小規模多機能自治組織認定されていない協議会が申請 23

＝

自治会運営部分
（活性化活動事業部分）

協議会運営部分
（協働のまちづくり活動事業部分）

協議会運営部分
（協議会運営支援金）

ふるさと納税加算部分 ふるさと納税加算部分

課題解決活動支援金

自治会運営部分
（地域運営支援金）

＝

＝

←指定された寄附額
     の１／４が加算

←認定組織にのみ支援
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R6.10.1～ １３協議会を選択肢に加えるふるさと納税
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